
■概要

BooT.oneでは材料表や仕上表をマテリアルにて

管理しております。

既存のマテリアルに情報を定義している場合の

BooT.oneでの利用方法を説明します。

■材料登録方法

BooT.oneの[材料登録]ツールにて、

既存マテリアルを使用して登録を行います。

例として、こちらの既存マテリアルを →

[材料登録]ツールで登録するとします

① [B.建築]タブ → [マテリアル]パネル → [マテリアル編集▼] → [材料登録]ツールをクリックします。

② [仕上材の登録]ダイアログ下部の[既存マテリアル]ボタンをクリックすると、既存のマテリアルが一覧で表示されます。

③ [仕上材の登録]ダイアログにて登録したい既存のマテリアルを選択します。

④ [共通]タブ → [仕上]タブに、選択したマテリアルの名称で、新規登録されたことが確認できます。
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⑤ 作成した材料を選択し、下部にある[編集]ボタンをクリックして[仕上材の登録]ダイアログを表示します。

⑥ [部位]と[構成]を設定します。

⑦ 部位/構成を設定した場所へ、登録した材料が移動します。
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部位は初期状態で未チェックなので、[仕上材の登録]

ダイアログのタブでは[共通]に自動配置されます。

構成は初期状態で[指定なし]となっています。

部位は設定せずにOKでダイアログをとじると、エラーと

なりますので、必ず指定してください。

手順⑤⑥の編集をせずに、手順④までだけで[仕上材の登録]ダイアログをOKから閉じると、必要な設定項目

が不足することになります。

その場合、次回[仕上材の登録]ダイアログを表示させたときに追加した材料がリストに表示されなくなりますの

で、必ず⑥の設定を加えるようにしてください。

BooT.oneでは、マテリアル名称の末尾に厚み

を入れる運用です。厚みを指定して名称に厚み

を入れない場合はメッセージが出ます。



⑧ その他、必要な箇所を設定していきますが、すでに入力されている箇所は既存マテリアルに設定が入っていた箇所なので、

編集の有無は確認しながら行ってください。

■既存マテリアルから材料登録したときのデータ設定

既存マテリアルから新規登録した材料について、データがどのように反映されるか確認していきます。

① [仕上材の登録]ダイアログ
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どの設定がマテリアル設定上どこに該当するかは、

この後説明します

基本的には文字列が入力されている箇所が、既存マテリアルに材

料登録を実行した場合に引き継ぎ可能なデータ箇所です。

入力されていない箇所はRevit標準機能では用意されていない

箇所となり、BooT.one特有の設定になっています。

：BooT.one特有の設定です

：Revitの標準仕様です



② マテリアルブラウザ

マテリアルとのデータ連携は下記図示した通りで、既存のマテリアルを使用すると[材料登録]ツールで設定した内容に

上書きされる箇所があるので、ツール使用前に確認するようご注意ください。
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上書きされる

材質・規格・寸法

メーカー

商品名・銘柄・型番

材料名

構成

上書きされる

上書きされる



③ マテリアルパラメータ

④ その他

集計表やタグなどにあらかじめ使用されているパラメータもございます。

既存で使用しているマテリアルの設定内容によっては、表示内容に影響する場合がございますのでご注意ください。
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BooT.one特有のデータ設定が多くされております。

既存のマテリアルを使用して[材料登録]ツールを経由

すると、設定内容が上書きされるため、集計表やツール

に使用することができるようになります。

プログラム自動生成

文字列

材料_厚み

認定番号

部位/構成



■既存マテリアルを登録する際の注意

① 既に使用されているマテリアルの名称は、[仕上材の登録]から

同じ名称を設定することはできません。

マテリアルブラウザから、既存のマテリアル名称を変更してください。

② [既存マテリアル]から材料を追加する際、[共通]タブ → [仕上]タブを表示した状態で[既存マテリアル]ボタンをクリック

すると、行が追加される状態ではなく、その時選択されていた材料に対して上書きされているように見えます。

実際には上書きされているわけではなく、一時的に行から見えない状態になって

いるだけです。そのため、[OK]をクリックして[仕上材の登録]ダイアログを閉じ、

再度[材料登録]ツールを起動すると、見えない状態の行が復元し、

新規で作成したものは行が追加されていることが確認できます。

③ [外部 仕上表]のツールでは既存のマテリアルを使用することを想定しておりませんので、

既存マテリアルコマンドはございません。

予めご了承ください。
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